































































































































































































































































































後述す が、 堤精二氏「江戸版『好色一代男』覚え 」 （ 『西鶴論叢』中央公論社、昭
50）に、氏の架蔵本『好色三人紅』

























四周単辺。 縦一八 ・ 三
糎横
































」は「 （最初の二丁） ・五・六・九・十一・十三・ （最終丁
オ） 」 、 「
●
」は「六 重複する後の丁） ・七・十・十三・十四ウ・










・巻は相違するものの、板式（柱 の削除等）や画風 歴彩館本と共通することから 本書は『好色三人紅』の後印修訂本と見なされる。・渋井清氏旧蔵本（蔵書印 。同氏 元禄文学 構造」 『言語文学芸術』河口真一教授還暦記念論文集刊行会、昭
37）




















































































る。ちくばよりのともたち。 づれもどうねんころにて。け きさかんの。 とびあがりどもなり。 かけろくならば
井ゐ
のうちへさかさまにも。
とびこむへし。 しゆけうのあまりには。 角次郎ところへきたりて （五オ）おみはいかに おないぎがあればとて。わかふてゐながら。千
せんきん
金にも
かへがたき。よしはらと ふ。お しろき いろざとへは。ゆきやらぬぞ。にようぼうはふる ど と てき まかせて たび
く
たは









を。 らざるみ（五ウ）のゆくすゑこそ かなけれ。すで その日になれば。れいのうわきものども おもひ
く
のいでたちにて。角次

















れほどに あるまじ 。ぎう やらんに あのぢようらうの おなととふたれば。 れこそ小て さ 申まして。たゞいまときめきたまふ。御か なりとこたふれば 角次郎（六ウ）おもふやう。さてもく
きのとをりたる名かな人間はこてうの身。 たれか百年をたもたん。
ひとゝきのしよわけもおもしろし わ あはんとおもふは。此 な
六三
江戸版浮世草子『好色三人紅（好色三人もみぢ） 』 （巻一・二）


























































第 四 図 第 三 図
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とづれもあらざれば。もしやなさけ 。 りゆくこともや有ら と。こゝろうく。まつ人もな ゆふづくよ。身をしる雨
あめ
にのきばもる。か
けさへう く。あさゆふわするゝひまも。なきさ く。あまのをぶねの（十ウ）こがるゝのみにて。こゝちもつねならず ほさう
く
と
をもやせ。かくてはたま をも たえなん事もあやうし ゝ とろに。角二郎かたよりとて。文きたる うれしさ なつか く。ひらけばみぎのあらまし きつゞ 。こてうは見るとひとしく こはなにとなりゆく世
よ
の中ぞや。かくあるべきとはしりしかど。せめてはこ









の。 うつりかはるをおもふに。もゑいつるも。 るゝも なじのべのくさ。いつれかあきに。 あはでは べき身なれば








































こひしききみにあはんと。こてふがまがきゑといそぎし。かねてかゝるてくだのありと。しらざ しぞはかなき によ ほうこゝろのうちも。をしはかられて。おか らん。かくてほどもなく。かのさとへいたりて。こてふはととへば。かぶろやりてまじりに。おまへはまことのかくさまでござんすか ま ほになつて ふもいぶかしゝ 一ゑんがつてんがゆか（十三ウ）す。さいふは にことやらんといゝければ。さればその事。このごろおまへたえ
く
て。御をとづれもおは



























































ろしたまへと。 げきければ。角二郎もと り。よ がみやぶりの
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むほうものにて。をのれいまおもひしれと。 いゝもはてず。壱尺八寸をもつて ゆきのごとくなる。むねのあたりを。さし をす。 さしとをされてきもたましいも きへ
く
と
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しの比をいはおまへさまほどに みへ侍 といふにぞ。 とゞ心もみたれがみの。分
わけ
てそれとはいはねども。あはれそのかたさまを一めか
いまみたくおもひ。しやうじのすきまよりのぞき見れば角蔵がはなしより。なをみやびやかなりみるとひとしく。おもひいやまさりつゝ。ぢきにいだきつきて。しにたきほどなり。おさんおもふやう。たゞに此まゝやみなんも。ほいなけれ いか成よすがもあれかし。 （八ウ）一ひねりに心の色をと思へども。それさへか はす んじわづらひしが。きつとおもひいだして。 がて たはらの部屋にて。硯をならしておもひのいろを。あら
く
かきつゞれり。玉づさのわけ。あからさ
























































































































































































































































































































見れば。一ふうの み。いと ぬひつ て り。竹之介もさすがの通りもの。去
さる
事やあるべきとて。いそぎひらき見れば。御しんのほど





































































































































































































































































































































































































































































































































































るが、 本書もまた『好色三人紅』 典拠とすることはできないものの、元禄初年頃に浅草観音縁起に特化した絵入版本が刊行され 事実は注目すべきことで 本書 は画・本文作者の記名はなく、画者については菱川師宣 され こともあるが（ 『国書総目録』 ） 、根拠は不明である。近時では画・本文作者ともに石川流宣であることが推測








































































































（４）注 ３ 所収、鳥居フミ子氏「 （「浅草観音縁起」）」。（５）注 ４ に同じ。（６）吉田幸一氏「解説（「浅草観音伝記」）」（『石川流宣画作集
　
下巻』古典文庫、平７）。
（７）注 所収。
七七
江戸版浮世草子『好色三人紅（好色三人もみぢ） 』 （巻一・二）
（８）立項は初版本による。（９）金沢康隆氏『江戸結髪史』（青蛙房、昭
43〔新装版〕）。また
『日本国語大辞典
　
第二版』（第七巻）には、貞享頃成立『天和
笑委集』（巻八「不忍新道名所物語」）や元禄七年七月刊『好色万金丹』（巻二―二）の用例が記されるが、初出例として挙げられる『天和笑委集』が江戸 風俗を写したものであるこ に留意したい。
（二〇一九年十月一日受理）
（ふじわら
　
ひでき
　
文学部日本・中国文学科教授）
参考文献
拙稿「潁原文庫蔵『逸題浮世草子』とその周辺」 （ 『国語国文』八十八巻十二号、令１・
12） 。
本稿〔解題〕はその性格上、右の拙稿に多く基づく。
本研究はＪＳＰＳ科研費１７Ｋ０２４５８の助成を受けたものです。
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